３　海上運輸
回船問屋米田屋

　泊は古くからの港として海上運輸が盛んであった。江戸時代、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かいせん),回船)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(どんや),問屋)（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とうかい),渡海)屋ともいった）が何軒かあって、100石程度の木造帆前船で、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わかさ),若狭)、九州、大阪方面などと海上運輸で活躍をしていた。

　なかでも、泊の米田屋は、大型船を何隻か持ち、鳥取藩内でも屈指の回船問屋として利益を挙げ、藩財政にも貢献、三人EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぶち),扶持)三拾俵、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みょうじ),苗字)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たいとう),帯刀)を許されている。

　藩政時代の米田屋についての記録を一部紹介する。（その他は「近世資料編」に掲載している。）

　　　享保七年寅十二月六日

　　一泊り村　幸三郎

　　　在方御用実義ニ相務精出候付、為御褒美、灰吹銀弐貫目被遣、申渡ス。
　　　享保九年卯十一月十二日

　　一河村郡泊村米田屋幸三郎

　　　右は堂々宜敷相勤、此度御帰国御用之御銀も精出、御調法成者之旨口才助申上、御支配三拾俵被仰付候。
　　　享保十二年未二月八日

　　一米田屋幸三郎

　　　右、此度御用被仰付候処、急成御銀才覚仕差出候。依之三人扶持二三拾俵被成下、此巳後御郡奉行触口被仰付候。

　米田屋のほか同じころ、園村の吉左衞門、同村吉郎右衞門が大口業者として記録にあり、寛政年間には大阪EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かい),回)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まい),米)業者として、泊村文七（二百石）、同村浅五郎（百三十石）の名が残っている。（『県史』）その他、北野屋・鍵屋・鳥羽屋・浜本屋・和泉屋・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わかさや),若狭屋)・酒井屋・
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(や),●)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まね),ネ屋)・古酒屋・あめ屋などがあった。
　春から秋にかけて、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かが),加賀)藩の大阪への西回り海運が最盛期で、これらの船は、泊の港に立寄り、同藩からは役人が派遣され、この地の船と合せて泊港の盛況振りは大変なものであったという。
　江戸時代、泊付近は葉EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あい),藍)作りが盛んで、泊には藍問屋があり、この港から但馬・丹後方面に積出していたようである。その事例は「近世資料編」に掲載する。

海難

　「鳥取県史」には、因伯二国船の漂流の記録として、鶴田直秀編『近世石見史料海難篇』を引用しているが、それによると、
　　「延享元年（1744）正月二十二日、伯州泊浦の米田屋松治郎の船二百石積六人乗が、大森銀山領黒松沖合で難風にあい、全員塩田浦へ上陸、船が行方不明のため石州和木浦の縄船一四隻（人数七十五人乗組）で捜索し、嘉久志沖八里付近にて発見、浜田外の浦湊へこぎ込む」
　とあり、昔の泊浦の海運業者の苦労の程がしのばれる。

　大阪方面に行くには、西回り船で島根沖を通り、下関から瀨戸内海に入るという大変長い航海で、決して順風の旅ではなかった。

渡海船の売買

　幕末維新前後の渡海船の大きさは、残された記録「御焼印、御往来願上之覚」によって大体の様子を知ることが出来る。その覚によってまとめてみると次のようである。

買　受　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　売　渡

　　　　安政四年　　二〇石積　　　一艘　　　　　　　元治三年　　二〇石積　　一艘

　　　　元治二年　　二〇石積　　　五艘　　　　　　　慶応二年　　二〇石積　　一艘

　　　　慶応二年　　二〇石積　　　一艘　　　　　　　慶応三年　　二〇石積　　二艘

　　　　　　　　　　六〇石積　　　一艘　　　　　　　　　　　　　不明　　　　一艘

　　　　慶応三年　　二〇石積　　　四艘　　　　　　　慶応四年　　不明　　　　一艘

　　　　　　　　　　二五石積　　　一艘　　　　　　　明治二年　　二〇石積　　一艘

　　　　　　　　　　三〇石積　　　一艘　　　　　　　　　　　　　四〇石積　　一艘

　　　　　　　　　　四〇石積　　　一艘　　　　　　　　　　　　　不明　　　　一艘

　　　　　　　　　　不明（渡海船とのみ記す）二艘

　　　　明治三年　　三〇石積　　　一艘

　渡海船の積荷行先等については記録が少なく、詳しいことはわからない。

　　

